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＜資料提供先：米子市政記者クラブ＞

平成３１年 １月２８日

お 知 ら せ

「第2２回日野川への想いを語る会」を開催します！「第2２回日野川への想いを語る会」を開催します！「第2２回日野川への想いを語る会」を開催します！「第2２回日野川への想いを語る会」を開催します！

～日野川流域の連携と交流を深めるために～～日野川流域の連携と交流を深めるために～～日野川流域の連携と交流を深めるために～～日野川流域の連携と交流を深めるために～

このたび、「第2２回日野川への想いを語る会」を開催いたしますので、お知

らせいたします。

今年度は、「近年頻発する豪雨・水害に対する備えについて」をテーマに、近

年、大きな被害をもたらす豪雨・水害が頻発する中で、水災害を意識し、豪雨災

害に遭遇した際には「自ら主体的に行動する」という意識を持ち、社会全体で対

応していくために、どのように国、県、市町村が豪雨・水害に備えていくべきか

幅広く意見交換を行います。

また、「風水害に対する住民防災意識の醸成のあり方」と題して、国立大学法

人鳥取大学理事・副学長の柗見吉晴氏に特別講演をして頂きます。

「日野川への想いを語る会」は、年１回会員が集まり古き良き時代の日野川、

未来に残す日野川への想いを語り合う意見交換会を実施しており、平成７年の

会発足から今年度で２２回目を迎えます。

記

開催日時：平成３１年 ２月 ６日（水）１４：３０～１７：００

開催場所：米子市立図書館 ２階多目的研修室

（米子市中町８番地）

開催内容：別紙「議事次第（案）」のとおり

出 席 者：別紙「出席者名簿」のとおり※取材について：会議の傍聴が可能です。取材を希望される方は、当日会場受付へお申し出ください。
【問い合わせ先】

国土交通省中国地方整備局日野川河川事務所

（技）副 所 長 岩 田 学 （内線２０４）

いわ た まなぶ
調 査 設 計 課 長 武 内 慎 太 郎（内線３５１）

たけうち しん た ろう
ＴＥＬ（０８５９）２７－５４８４（代）

ＦＡＸ（０８５９）２７－２４３１

ホ－ムペ－ジ http://www.cgr.mlit.go.jp/hinogawa/
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第２２回 日野川への想いを語る会

日 時：平成３１年 ２月 ６日（水）

１４時３０分～１７時００分

場 所：鳥取県米子市中町８番地

米子市立図書館 ２階多目的研修室

議 事 次 第 （案）

１．開 会 １４：３０

２．会長あいさつ（日野川への想いを語る会 会長） １４：３１

３．開催地首長あいさつ（米子市長） １４：３３

４．特別講演

１）講師の紹介 １４：３５

２）特別講演 １４：３８

「演題：風水害に対する住民防災意識の醸成のあり方」

（講師 国立大学法人鳥取大学 理事・副学長 柗見 吉晴 氏）

～ 休 憩 ５分 ～

５．意見交換会

１）議長あいさつ １５：３０

２）意見交換会 １５：３３

「近年頻発する豪雨・水害に対する備えについて」

６．次回幹事決定（事務局） １６：５０

７．閉会あいさつ（次回開催地首長） １６：５５



開催日：平成３１年　２月　６日（水）　１４時３０分～１７時００分場 　所：米子市立図書館　２階多目的研修室　　 　　　　　（米子市中町８番地）　団　　体　　名 職　　　名 氏　　　名 備　　考米　子　市 市 長 伊  木  　　隆  司 開催地首長あいさつ南　部　町 町 長 陶　山 　 　清　孝（代理出席：副町長　松田　 繁）伯　耆　町 町 長 森    安   　   　保（代理出席：副町長　阿部　 泰）日 吉 津 村 村 長 石　　　　　　　　操日　南　町 町 長 中  村　　　英  明日　野　町 町 長 﨏  田　　　淳  一江　府　町 町 長 白  石　　　祐  治 次回開催地首長あいさつ鳥取県県土整備部河川課 課 長 田  村　　　満  男鳥取県西部総合事務所米子県土整備局 局 長 森    下    　　博鳥取県西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局 局 長 三    鴨    　　誠国土交通省日野川河川事務所 所 長 西   　　  博　 之

第２２回　日野川への想いを語る会　　出席者名簿第２２回　日野川への想いを語る会　　出席者名簿第２２回　日野川への想いを語る会　　出席者名簿第２２回　日野川への想いを語る会　　出席者名簿
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地理院地図（電子国土Ｗｅｂ）

米子市立図書館　位置図
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米子市立図書館

（米子市中町８番地）
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第２２回 日野川への想いを語る会  

 

特別講演演題    「「「「風水害に対する住民防災意識の醸成のあり方」風水害に対する住民防災意識の醸成のあり方」風水害に対する住民防災意識の醸成のあり方」風水害に対する住民防災意識の醸成のあり方」    

 

■特別講演の内容 

風水害などに対しては、地域住民が自ら迅速かつ自主的に行動し，安全な避難行動

につなげていくことが重要です。早期避難を確保するために、行政と住民の役割や日

野川流域住民の防災意識の醸成のあり方などについて、防災研究者の立場から講演し

ていただきます。 

 

■特別講演講師の紹介 

国立大学法人鳥取大学 理事（研究担当、環境担当）・副学長 

           柗見柗見柗見柗見    吉晴吉晴吉晴吉晴（まつみ よしはる）氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究分野は海岸工学と防災計画で、これまで「海岸構造物の耐波安定性と性能設計

導入に関する研究」、「波の変形計算」「沿岸域の社会基盤施設に対する地球温暖化

の影響評価」、「山陰沿岸の高潮特性に関する研究」、「地域防災力の向上化に対す

るソフト対策に関する研究」などを行ってきたスペシャリスト。 

 

【略歴】 

  昭和55年 4月 大阪大学工学部助手 

    58年 4月 鳥取大学工学部助手 

  平成元年10月    同   助教授 

    19年 2月    同   教授 

    20年 4月 鳥取大学大学院工学研究科教授 

    25年 4月    同        副研究科長 

    27年 4月 鳥取大学副学長 

    29年 4月 鳥取大学理事・副学長  （参考） 平成26年度国土交通省中国地方整備局長表彰（港湾関係功労部門）を受賞 平成28年度防災功労者防災担当大臣表彰を受賞 鳥取県防災顧問（避難対策） 鳥取県の「平成30年7月豪雨災害を教訓とした安全・避難対策のあり方研究会」、「国土強靱化地域計画策定委員会」、「国土強靭化推進評価会議」の委員長 
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第２２回 日野川への想いを語る会 意見交換会テ－マ 

 

 

 

 

テーマ：「「「「近年頻発する豪雨・水害に対する備えについて近年頻発する豪雨・水害に対する備えについて近年頻発する豪雨・水害に対する備えについて近年頻発する豪雨・水害に対する備えについて」」」」 

 

 

 

 

概 要 ： 平成２７年（2015）９月関東・東北豪雨、平成２９年（2017）７月九州北部豪 

 

雨、平成３０年（2018））７月豪雨など、近年、大きな被害もたらした豪雨・水 

 

害が頻発しています。 

 

逃げ遅れによる人的被害をなくし、社会経済被害の最小化を図るためには、「施 

 

設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」 

 

へと意識を変革し、社会全体で洪水氾濫に備える必要があります。 

 

そのために、国、県、市町村、企業、住民等の関係者が連携して、ハード・ソ 

 

フト一体となった防災・減災の取り組みを現在進めています。 

  

水災害を意識し、豪雨災害に遭遇した際には「自ら主体的に行動する」という 

 

意識を持ち、社会全体で対応していくために、どのように国、県、市町村が豪 

 

雨・水害に備えていくべきか、幅広く意見交換を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いう想いから、そのためには何を提起するのか、行動するのかを問い、流域の交流の中から見い出すことを目的として、平成７年に日野川流域の１市７町１村の首長、鳥取県河川課・米子土木事務所・根雨土木事務所（現在、鳥取県県土整備部河川課・西部総合事務所米子県土整備局・日野振興センター日野県土整備局）長と建設省日野川工事事務所（現在、国土交通省日野川河川事務所）長が集まって「日野川への想いを語る会」が発足しました。　「日野川への想いを語る会」では、年１回会員が集まり古き良き時代の日野川、未来に残す日野川への想いを語り合う意見交換会を実施しています。
上段：委　 員　　　下段：幹　 事委　　員 河川課長幹　　事 河川課　課長補佐委　　員 局長幹　　事 河川砂防課長委　　員 局長幹　　事 河川砂防課長委　　員 市長幹　　事 建設企画課長委　　員 町長幹　　事 建設課長委　　員 町長幹　　事 地域整備課長委　　員 村長幹　　事 建設産業課長委　　員 町長幹　　事 建設課長委　　員 町長幹　　事 建設水道課長委　　員 町長幹　　事 建設課長委　　員 事務所長 日野川への想いを語る会会長幹　　事 調査設計課長 日野川への想いを語る会事務局長

日南町
米子市

日野川への想いを語る会　経緯と目的　私たちの意識の中で薄れつつある「かわ」の現状を憂い、もう一度「かわ」を私たちと仲の良い友としようと

委　員　・　幹　事職　　　　名日野川への想いを語る会メンバ－構成団体

国土交通省日野川河川事務所
日野町江府町

備　　　　考鳥取県　県土整備部鳥取県　西部総合事務所米子県土整備局鳥取県　西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局南部町伯耆町日吉津村
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回数 日時・場所 テーマ 講　　　演第１回 平成７年１０月２７日日南町　ふるさと日南邑 「日野川の昔、今、そして未来」 －第２回 平成８年１０月２９日岸本町　大山ロイヤルホテル － 「日野川への想い」（我が町の瀬と淵）日野川まつりイカダレース実行委員長　橋井　氏第３回 平成９年１２月８日日吉津村　役場 「川を活かしたまちづくり」 「日野川の名物」山陰歴史館館長　杉本　氏第４回 平成１０年１１月２６日西伯町　緑水湖研修センター 「子どもたちへ伝えたい日野川の心」 「子どもたちへ伝えたい日野川の心」岸本町教育長　藍田　氏第５回 平成１１年１１月８日日野町　日野農業構造改善センター 「ふるさとの川づくり」 「ふるさとの川づくり　－日野川の河童をテーマとした瀬と淵の魅力について－」　鳥取大学副学長　道上　氏第６回 平成１３年１月１７日米子市　米子市総合研修センター 「災害時における地域協力」 「日野川　探鳥散歩」米子水鳥公園　神谷　氏第７回 平成１４年１月１７日溝口町　溝口町体育館 「川のある風景」 「日野川流域の鬼退治伝説について」溝口町ふるさと散歩の会会長　南波　氏第８回 平成１４年１２月４日会見町　会見町総合福祉センターいこい荘 「子ども達と川」 「川は呼んでいる」会見町ふるさとガイドの会代表　岡田　氏第９回 平成１５年１１月２１日江府町　江府町山村開発センター 「我が町のいい川について」各市町村が我が町のいい川として紹介できるスポットの話し 記念植樹第１０回平成１６年１１月２４日日南町　日南町総合文化センター 「風水害への備え」 「日野川流域の歴史について【たたら生産と鉄山政策（流砂対策）】」　たたら研究会全国委員（鳥取県代表）　影山　氏第１１回平成１７年１１月２４日伯耆町役場溝口分庁舎大会議室 「日野川流域の水利用について」 「日野川流域の水利用について【おいしい水を蛇口から】」米子市水道局長　　田中　氏第１２回平成１９年１月２５日日吉津村　中央公民館　２Ｆ会議室 「ふるさとの川を守りはぐくむ　～よりよい日野川とするために～」 「自然とのふれあい　やすらぎの空間について」日吉津村議会　副議長　橋井　氏第１３回平成１９年１１月２１日南部町　プラザ西伯　１Ｆ会議室 「活動の輪を拡げる」 「心のふるさと　私達の日野川」日野川の源流と流域を守る会会長　永瀬　氏第１４回平成２１年１月２９日日野町　日野総合事務所　大会議室 「日野川流域憲章制定後の活動について」 「日野川源流のオオサンショウウオ～生息の現状と保全について～」　鳥取大学大学院　岡田　純　氏第１５回平成２２年２月２４日米子市　米子市文化ホール１Ｆイベントホール 「流域資源の掘り起こしと活用」 「誇り高い日野川の風土を考える」富士常葉大学客員教授　竹林　征三　氏第１６回平成２４年２月２１日江府町　防災情報センター２Ｆ研修室 「日野川流域の観光資源の活用と連携」 「日野川源流と流域を守る会の日本水大賞厚生労働大臣賞受賞について」日野総合事務所県民局　林原　稔　氏第１7回 平成２５年２月６日日南町　総合文化センター２Ｆ多目的ホール 「日野川流域における水資源の保全について」 「日南町名水調査とおいしい水」鳥取大学医学部医学科　祝部　大輔　氏第１８回平成２６年２月１７日伯耆町　農村環境改善センター２Ｆ多目的ホール 「日野川を取りまく、昔、今、そして未来」 「日野川における魚の昔と今」日野川水系漁業協同組合理事　酒田　優　氏第１９回平成２８年２月５日日吉津村　ヴィレステひえづ１Ｆヴィレステホール 「災害に備えた住民・地域・行政の連携について」 「大山・日野川とともに生きる」ＮＰＯ法人大山中海観光推進機構理事長　石村　隆男　氏第２０回平成２９年２月２日南部町　役場法勝寺庁舎２Ｆ会議室 「川への温かい愛情に富んだ想い」 「法勝寺川水系の生き物たちと自然体験事業を通した水辺環境の活用について」自然観察指導員　桐原　真希　氏第２１回平成３０年２月９日日野町　役場２Ｆ大会議室 「川と人との繋がり」 「日野川の自然と関わりについて」大山自然歴史館館長　矢田貝　繁明　氏

日野川への想いを語る会　いままでの開催状況
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【参考（前年度の開催状況）】

平成２９年度　第２１回日野川への想いを語る会（日野町）
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